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広
告 平成29年4月新卒看護師募集

　　　　　　　　採用選考実施中
平成29年4月新卒看護師募集
　　　　　　　　採用選考実施中

ご応募・問い合わせ：0779-88-0350
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「学べるマンガ
100冊」

～人生と勉強に効く～

「子どもの
　うちに知って
　　おきたい！
おしゃれ障害」

「柿づくし」
～柿渋、干し柿、
　　柿酢、柿ジャム、

紅葉保存～

佐渡島　庸平／ほか著
文藝春秋

岡村　理栄子／監著
少年写真新聞社

浜崎　貞弘／著
農山漁村文化協会

マンガを読めば、受験勉強から人生や
世の中のことまで、あらゆることが学
べます。「学べるマンガ」という目印
で選んだ１００冊を紹介します。「これ
も学習マンガだ！世界発見プロジェク
ト」をもとに書籍化。

つけまつげ、メイク、茶髪、ピアス、
カラーコンタクトレンズ…。「おしゃれ
による障害」を取り上げ、どうしたら
よいのかを教える。多くの写真を見て、
「誤ったおしゃれ」や「自分らしさ」
についても考えてみよう。

　柿の加工・保存・調理がぜんぶわ
かる、柿をムダなく使い切るための本。
２週間足らずでできるスピード柿渋、
あこがれの柿渋染め、失敗しない渋
抜き、カビを出さない干し柿、柿産
地農家の料理レシピなどを収録。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書



3 　　 広報かつやま9月号 №742

え
る
灯
り
が
と
も
り
、
辺
り
に
幻

想
的
な
風
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
が

行
わ
れ
、
13
日
に
は
、Tap Dance 

Live in 
カ
ッ
チ
ャ
マ
と
題
し
、タ
ッ

プ
ダ
ン
サ
ー
の
浦
上
雄
次
さ
ん
を

中
心
と
し
た
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
フ
ル
ー
ト
演
奏
や
郷

土
民
謡
ま
ち
流
し
、
16
日
に
は
ギ

タ
ー
の
弾
き
語
り
や
ジ
ャ
ズ
演
奏

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
平
泉
寺
を
焼
き
討

ち
し
た
一
向
一
揆
の
拠
点
で
あ
る

村
岡
山
で
の
「
か
ち
山
ち
ょ
う
ち

ん
登
山
」
に
送
り
火
が
行
わ
れ
、

ま
つ
り
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま

し
た
。

大師山たいまつ登山からの迎え火を受け取る山岸市長大師山たいまつ登山からの迎え火を受け取る山岸市長

かち山ちょうちん登山へ送り火かち山ちょうちん登山へ送り火
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幻想の風景が広がる―

空
、
星
、
あ
か
り
、
つ
な
が
る　

こ
こ
ろ

空

星勝
山
灯
り
ま
つ
り

　

初
開
催
の
勝
山
灯
り
ま
つ
り
が

8
月
13
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、

大
清
水
広
場
お
よ
び
そ
の
周
辺
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

白
山
信
仰
の
拠
点
で
あ
る
平
泉

寺
を
開
い
た
、
泰
澄
大
師
所
縁
の

大
師
山
で
の
「
大
師
山
た
い
ま
つ

登
山
」
よ
り
迎
え
火
を
受
け
て
、

ま
つ
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

色
付
け
し
た
和
風
シ
ェ
ー
ド

１
０
０
灯
、
市
内
児
童
セ
ン
タ
ー

の
子
ど
も
た
ち
が
絵
付
け
し
た

シ
ェ
ー
ド
１
８
８
灯
を
は
じ
め
、

和
傘
や
水
盆
、
そ
し
て
瓢ひ
ょ
う
た
ん箪
ラ
ン

タ
ン
な
ど
全
部
で
３
５
０
灯
を
超
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勝
山
夏
の
風
物
詩

勝
ち
山
夏
物
語
と
し
て
、
市
内
の
各
所
で

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遊ボッサ 越前大仏もんぜん市＆夏まつり

谷はやし込み行列 大清水まつり

かち山ちょうちん登山 大師山たいまつ登山

白山禅定道マラソン2016 納涼花火大会2016
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勝
山
の
夏
を
熱
く
す
る
、
か
ち
や

ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ
2
0
1
6
が
8
月
14

日
に
ゆ
め
お
ー
れ
広
場
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
15
年
目
を
迎
え
、
最
後

の
か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
な
る
今

年
は
、市
内
２
チ
ー
ム
、市
外
５
チ
ー

ム
の
計
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
各

チ
ー
ム
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
踊
り
を
披

露
し
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
15
年
連
続
で
出
場
し
た

鹿
谷
童
子
に
は
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

賞 チーム名
グランプリ フォースリー　カモンズ★
準グランプリ 福井大学よっしゃこい
3位 チーム・ザ・夏KA舞BU喜KI
キラリ・かちやま賞 鹿谷童子
ベストファッション賞 響
ハートフル賞 福井よさこいチーム紡
グッド・スマイル賞 福井県医療福祉専門学校 ～一軌一悠～
踊り手が選ぶベストチーム賞 鹿谷童子
勝山夏まつり実行委員会メモリアル特別賞 鹿谷童子

チーム・ザ・夏KA舞BU喜KI 福井大学よっしゃこい

フォースリー　カモンズ★ 15周年　
ラスト！　

かちやまワ
ッショイ2

016 !

熱く燃えた！！！

鹿谷童子鹿谷童子
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○
第
1
回
林
英
哲
杯
太
鼓
楽
曲

創
作
コ
ン
ク
ー
ル　

打
法
・
演
出
賞

○
富
士
山
太
鼓
ま
つ
り

　

第
7
回
全
国
高
校
生
太
鼓
甲
子
園最優

秀
賞

日
本
文
化
部
（
写
真
①
・
②
）

○
第
59
回
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

福
井
県
予
選　

高
校
Ｂ
部
門　

金
賞

○
第
64
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

福
井
県
予
選　

高
校
B
部
門

金
賞
（
県
代
表
）

○
第
64
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

北
陸
支
部
予
選　

高
校
Ｂ
部
門　

銀
賞

吹
奏
楽
部
（
写
真
③
）

○
第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

吟
詠
剣
詩
舞
部
門優

秀
賞
：
福
井
県
チ
ー
ム

福
井
県
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

前
川　

真
実
花

○
第
10
回
高
校
生
模
擬
裁
判
選
手
権

中
部
北
陸
大
会　

優
勝

（
写
真
④
・
⑤
）

○
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　

高
校
男
子
の
部　

優
勝

　
　

高
校
女
子
の
部　

優
勝

　

陸
上
競
技

　
　

男
子
４
０
０
ｍ
Ｈ　

２
位

田
中　
　

陸

　
　

女
子
１
０
０
ｍ　

３
位

島
田　

実
矩

○
国
体
標
準
記
録
突
破
記
録
会

　

男
子
砲
丸
投
げ　

２
位 

前
田　

泰
吾

　

男
子
４
０
０
ｍ
Ｈ　

３
位 

田
中　
　

陸

今年の夏も勝高生が、様々な大会で大活躍しました。

今年の夏も活躍！！勝高生！！

②②

③③

⑤⑤ ④④

①①
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リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

山
口
茜
選
手
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
舞
台
で
堂
の々
準
々
決
勝
進
出
！

　

山
口
茜
選
手
（
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
12
位
）
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
コ
ー

ト
で
躍
動
し
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
初
戦
は
、
ク
リ
ス

テ
ィ
ナ
・
ガ
フ
ン
ホ
ル
ト
選
手

（
チ
ェ
コ
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
49
位
）

と
対
戦
し
、
苦
し
ん
だ
も
の
の
実

力
を
発
揮
し
ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
2ｰ

1
で
勝
利
し
、2
戦
目
は
、テ
ィ
ー
・

ジ
ン
イ
選
手
（
マ
レ
ー
シ
ア
、
世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
29
位
）
と
対
戦
し
、

ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
2ｰ

0
で
勝
利

し
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決

め
ま
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦
で

は
、
ラ
チ
ャ
ノ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ノ

ン
選
手
（
タ
イ
、
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
4
位
）
と
対
戦
し
、
第
1
ゲ
ー

ム
は
常
に
相
手
に
リ
ー
ド
さ
れ
る

展
開
で
し
た
が
、
後
半
は
山
口
選

手
が
連
続
得
点
す
る
場
面
が
増
え
、

21ｰ

19
と
競
り
勝
ち
ま
し
た
。

　

第
2
ゲ
ー
ム
は
中
盤
に
5
点

リ
ー
ド
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
半
、

山
口
選
手
が
連
続
得
点
し
21ｰ

16
と

ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
2ｰ

0
で
勝
利

し
、
準
々
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

準
々
決
勝
は
、
奥
原
希
望
選
手

（
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
6
位
）
と
の
日

本
人
対
決
に
な
り
、
山
口
選
手
が

第
1
ゲ
ー
ム
、
中
盤
5
連
続
得
点

で
優
位
に
立
ち
、
調
子
の
上
が
ら

な
い
相
手
に
畳
み
掛
け
、
21ｰ

11
で

ゲ
ー
ム
を
取
り
ま
し
た
。
第
2
ゲ
ー

ム
も
序
盤
リ
ー
ド
し
ま
し
た
が
、

徐
々
に
奥
原
選
手
が
調
子
を
取
り

戻
し
、
17ｰ

21
で
ゲ
ー
ム
を
落
と
し

ま
し
た
。

　

第
3
ゲ
ー
ム
は
奥
原
選
手
が
勢

い
に
乗
り
、
山
口
選
手
も
食
い
さ

が
り
ま
し
た
が
、
10ｰ

21
で
押
し
切

ら
れ
、
ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
1ｰ

2

で
敗
れ
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
初

め
て
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
ベ
ス

ト
8
（
5
位
入
賞
）

と
い
う
結
果
で
終
わ

り
ま
し
た
。

　

遠
い
ブ
ラ
ジ
ル
の

地
へ
向
け
て
、
本
当
に
た
く
さ
ん

の
応
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
大
会
で
は
メ
ダ
ル
獲
得
が
出

来
ず
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た

が
、
試
合
内
容
や
一
つ
ひ
と
つ
の

プ
レ
ー
に
関
し
て
は
自
分
ら
し
さ

が
充
分
に
出
せ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や

新
聞
紙
面
を
通
じ
て
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
、
い
つ
も
よ
り
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
楽
し
い
時
間
を

す
ご
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
い
つ

も
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

今
後
は
、
４
年
後
の
東
京
五
輪

と
い
わ
ず
、
一
つ
ひ
と
つ
の
大
会

で
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
プ
レ
ー
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
結

果
を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

山
口　

茜

　

山
口
選
手
の
試
合
開
始
時
間
に

合
わ
せ
て
、
市
民
会
館
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

毎
試
合
と
も
３
０
０
人
あ
ま
り

の
市
民
が
会
場
に
詰
め
か
け
、

「
茜
」コ
ー
ル
で
会
場
一
丸
と
な
っ

て
応
援
し
ま
し
た
。

　

山
口
選
手
の
所
属
す
る
再
春
館

製
薬
所
（
熊
本
県
益
城
町
）
で
も

大
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
２
０
０
人

あ
ま
り
の
社
員
ら
が
テ
レ
ビ
中
継

を
見
な
が
ら
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

茜ちゃんに届け！勝山・熊本から熱い声援

奥原選手と対戦する山口選手現地でも熱い応援

山口茜選手からのメッセージ

山口茜選手からのメッセージ
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自分の健康は自分で守ろう自分の健康は自分で守ろう
～これからも元気でいるために～

問　健康長寿課（すこやか内）☎87 ｰ 0888

勝山市国民健康保険（以下「国保」）加入者の平成25年度医療費を分析し、次のことがわかりました。

• 国保加入者一人当たりの診療費は、高血圧
や糖尿病などの生活習慣病に要する費用の
割合が高い
• なかでも糖尿病などの一人当たり診療費が
県平均の1.6倍
• 特に40・50歳代の糖尿病にかかる一人当
たり診療費が高い

９月は「健康増進普及月間」です

“生活習慣病”に要する費用の
割合が県平均よりも高く、早

い世代で“生活習慣病”を発症している。

つまり、

疾病大分類別一人当たり診療費の比較

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000
一人当たりの診療費（円）

（資料：国保総合システム）

（1位）循環器系の疾患
（高血圧など）

（２位）新生物（ガンなど）

（３位）　　　　　　　　　　
内分泌・栄養および代謝疾患

（糖尿病など）

（４位）消化器系の疾患

（５位）　　　　　　　　  
腎尿路・生殖器系の疾患

■勝山市
■同規模他市
■県平均

生活習慣病とは？

生活習慣病の予防には？

　偏った食習慣、運動不足、禁煙などの生活習慣の積み重ねにより発症する様々
な病気のことをいいます。

【不健康な生活習慣】
偏った食生活、運動不足、
喫煙、ストレスなど

【生活習慣病】
肥満、高血圧症、
糖尿病、脂質異常症

【重症化・合併症】
心筋梗塞、狭心症、脳卒
中、糖尿病の合併症

続けて
いると･･･

放って
おくと･･･

　市では、国保加入者が受診でき
る「特定健診」を実施しています。
特定健診はメタボリックシンド
ロームに着目し、生活習慣病のリ
スクを早期に発見するためのものです。健診を受診
して、自身の健康状態を把握することは大切です。
また、健診結果を踏まえ、生活習慣を改善すること
も大切です。
　特定健診は、すこやかや各公民館、市内の医療機
関で受診する事ができ、すこやか・公民館での日程
は、広報お知らせ版に掲載しています。今年度受診
がまだの方は、ご確認いただき、ぜひ受診しましょ
う。
　また、がん検診も実施していますので、受診希望
の方は健康長寿課までお問い合わせください。
※ 特定健診はご加入の健康保険で実施します。国保
以外に加入している方は職場やご加入の健康保
険にお問い合わせください

　涼しい時間に10分散歩をする、テレビを見なが
らストレッチする、車で行くところをたまには自転
車で、エレベーターを階段へと、日常
生活でプラス10分できる事を見つけて
みましょう。普段から体を動かす習慣
をつけておくことで、生活習慣病にな
るリスクを下げることができます。

　野菜にはビタミン、ミネラル、食物繊維といった
健康に欠かせない栄養素を豊富に含んでいます。こ
れらの栄養素はコレステロールや糖質の吸収を抑え
る作用や塩分の排出を促す作
用があります。
　いつもの食事に１日１皿を
プラスして生活習慣病を予防
しましょう。

ポイント
１ ポイント

２

ポイント
３

年に一度は健診を
受診しよう

“プラス・テン”
今より10分体を動かそう

毎日、野菜を
“プラス一皿”しよう
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平成28年度　勝山市表彰式平成28年度　勝山市表彰式

　市制施行記念日の９月１日、教育会館で「勝山市表彰式」が挙行され
ました。福祉・保健や産業などの各分野で功績のあった個人に対し、山
岸市長から表彰状が手渡されました。表彰を受けられた皆さまは次のと
おりです。 （順不同・敬称略） 

松　

井　

康　

子
（
73
）

＝
鹿
谷
町
保
田
＝

　

長
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
食
を
通
じ
た
地
域
の
健
康

づ
く
り
に
尽
力
し
、
保
健
行
政
の
推

進
に
寄
与
さ
れ
た

久　

慈　

君　

枝
（
76
）＝下

毛
屋
＝

　

長
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
食
を
通
じ
た
地
域
の
健
康

づ
く
り
に
尽
力
し
、
保
健
行
政
の
推

進
に
寄
与
さ
れ
た

山　

口　

紀　

子
（
76
）＝旭

町
２
＝

　

長
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進

員
、
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
会

長
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、
保
健

行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

笠　

川　

小　

末
（
72
）

＝
北
郷
町
東
野
＝

　

長
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進

員
、
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
会

長
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、
保
健

行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

産
業
功
労

和　

田　

耕　

三
（
58
）＝本

町
２
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議
所

常
議
員
、
副
会
頭
と
し
て
そ
の
要
職

を
務
め
、
商
工
業
の
発
展
と
地
域
振

興
に
寄
与
さ
れ
た

江　

守　

哲　

郎
（
55
）＝元

町
３
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議
所

常
議
員
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、

商
工
業
の
発
展
と
地
域
振
興
に
寄
与

さ
れ
た

島　

田　

英　

治
（
68
）

＝
荒
土
町
妙
金
島
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
市
農
業
公
社

の
評
議
員
、
理
事
と
し
て
要
職
を
務

め
、
農
業
に
お
け
る
指
導
的
立
場
で

農
業
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

牧　

野　

元　

惠
（
66
）

＝
鹿
谷
町
保
田
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
市
農
業
公
社

の
評
議
員
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、

農
業
に
お
け
る
指
導
的
立
場
で
農
業

行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

石　

川　

義　

仁
（
55
）

＝
北
郷
町
東
野
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
市
農
業
公
社

の
評
議
員
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、

農
業
に
お
け
る
指
導
的
立
場
で
農
業

行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

消
防
・
交
通
功
労

石　

川　

栄　

一
（
69
）

＝
北
郷
町
東
野
＝

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会
役

員
と
し
て
通
学
時
の
街
頭
指
導
活
動

等
、
交
通
事
故
防
止
活
動
に
努
め
、

市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

小　

林　

太
津
男
（
63
）＝栄

町
３
＝

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と
し

て
街
頭
監
視
や
交
通
安
全
指
導
、
交

通
事
故
防
止
活
動
に
努
め
、
市
民
生

活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

小　

泉　

一
二
三
（
63
）

＝
野
向
町
北
野
津
又
＝

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
母
の
会

役
員
と
し
て
交
通
事
故
防
止
、
交
通

安
全
へ
の
意
識
向
上
活
動
に
努
め
、

市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

日　

谷　
　
　

哉
（
57
）

＝
荒
土
町
細
野
＝

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

献
身
的
な
活
動
に
よ
り
防
火
意
識
高

揚
、
災
害
防
止
に
努
め
、
市
民
生
活

の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

鳥　

山　

寛　

治
（
55
）

＝
遅
羽
町
下
荒
井
＝

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

献
身
的
な
活
動
に
よ
り
防
火
意
識
高

揚
、
災
害
防
止
に
努
め
、
市
民
生
活

の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

教
育
功
労

大　

六　

輝　

夫
（
76
）

＝
平
泉
寺
町
平
泉
寺
＝

　

長
年
に
わ
た
り
文
化
協
会
役
員
と

し
て
書
の
発
展
に
尽
力
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
普
及
と
後
進
者
の
育
成
に

力
を
注
ぎ
、
地
域
の
文
化
振
興
に
寄

与
さ
れ
た

社
会
公
益
功
労

山　

口　

正　

孝
（
67
）

＝
愛
知
県
岩
倉
市
＝

　

市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を

さ
れ
た

皿　

澤　

宏　

章
（
43
）

＝
東
京
都
板
橋
区
＝

　

市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を

さ
れ
た

皿　

澤　

康　

志
（
39
）

＝
東
京
都
北
区
＝

　

市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を

さ
れ
た

福
祉
・
保
健
功
労

産
業
功
労

消
防
・
交
通
功
労

社
会
公
益
功
労

教
育
功
労
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公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の
早
期
接
続
の
お
願
い

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の
早
期
接
続
の
お
願
い

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
お
よ
び

農
業
集
落
排
水
（
以
下
、
下
水
道

等
）
の
整
備
拡
大
を
図
り
、
環
境

に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
本
管
が
整
備
さ
れ
て
い

る
地
区
で
、
ご
自
宅
の
水
洗
化
工

事
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
場
合

は
、
お
早
め
に
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
下
水
道
使
用
開
始
ま
で
の
流
れ

① 

接
続
工
事
業
者
の
選
定
（
勝
山

市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

店
か
ら
選
び
ま
す
）

② 

工
事
の
申
請
・
着
手
（
手
続
き

は
業
者
が
代
行
し
ま
す
）

③
工
事
完
了
後
、
市
の
検
査

◆
利
子
補
給
制
度

　

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
資
金
の

融
資
を
受
け
ら
れ
た
場
合
、
そ
の

融
資
に
か
か
る
利
子
の
一
部
を
利

子
補
給
と
し
て
交
付
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
０
９

各地域別水洗化率（平成28年3月末）

区　名 水洗率 区　名 水洗率
勝山地区 93.5% 荒土地区 78.6%
 元町1～ 3丁目 91.6%  松田 89.0%
 昭和町1･2･3丁目 96.6%  田名部 90.0%
 旭町1･2丁目、旭毛屋町 95.7%  布市 78.9%
 立川町1・2丁目 91.0%  清水島 65.5%
 本町1～ 4丁目 91.8%  北新在家 74.6%
 栄町1～ 5丁目 90.6%  別所 84.5%
 沢町1・2丁目 91.1%  細野口　※ 58.4%
 芳野町1・2丁目 94.7%  北宮地 84.0%
猪野瀬地区 92.0%  堀名 64.5%
 猪野口 75.0%  伊波 77.5%
 若猪野 91.7%  妙金島 ―
 北市、上高島、下高島 92.1%  新保 87.3%
 下毛屋、毛屋町 92.9%  松ヶ崎 92.1%
 猪野 94.4% 鹿谷地区 74.7%
 片瀬 83.1%  保田 80.8%
 片瀬町 1・2丁目 97.7%  西光寺　※ 77.3%
平泉寺地区 56.5%  北西俣　※ 45.0%
 平泉寺　※ 50.7%  矢戸口　※ ―
 岡横江 97.6%  本郷 65.1%
村岡地区 93.5%  西遅羽口　※ 54.4%
 郡 100.0%  東遅羽口　※ 44.2%
 五本寺 100.0%  杉俣 84.6%
 黒原 100.0%  志田 94.7%
 暮見 92.3%  発坂 86.4%
 寺尾 84.1%  保田出村 84.2%
 浄土寺 86.9% 遅羽地区 76.6%
 滝波町1～ 5丁目 91.1%  嵭崎 100.0%
 郡町1～ 3丁目 97.5%  大袋 92.8%
 長山町1・2丁目 93.2%  新道 91.4%
 上芳野 100.0%  北山 72.7%
野向地区 75.1%  蓬生　※ 28.9%
 竜谷 89.4%  中島 80.6%
 竹林 ―  千代田 36.4%
 聖丸 84.8%  比島 ―
 深谷 25.8% 公共下水道合計 89.1%

区　名 水洗率
神谷地区 98.6%
 栃神谷 100.0%
 薬師神谷 96.8%
北野津又地区 98.6%
勝山西部地区 82.2%
 西妙金島 53.2%
 檜曽谷 72.2%
 新町 91.0%
 志比原 79.5%
 上森川 100.0%
 下森川 86.7%
 東野 80.4%
 上野 76.5%
 中清水 84.4%
勝山東部地区 81.0%
 赤尾 91.1%
 笹尾 73.2%
 大渡 81.6%
 壁倉 100.0%
 岩ケ野 56.8%
 大矢谷 74.4%
 神野 100.0%
 経塚 42.1%
 上野 55.0%
 下荒井 67.1%
伊知地・坂東島 55.5%
 伊知地　※ 61.5%
 坂東島　※ 47.9%
農業集落排水　合計 76.2%

• 水洗化率=下水道等に接続済
の人口／下水道等に接続で
きる人口
• 「－」は未整備地区
• ※印の地区は、現在整備中
または供用開始から3年未満
のため、水洗化率が低い
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臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
お
知
ら
せ

　

９
月
下
旬
以
降
に
、
み
だ
し
の
給
付
金

支
給
対
象
者
に
、
申
請
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。
給
付

金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
方
法
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
申

請
期
間
内
に
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

給
付
金
は
、
提
出
さ
れ
た
申
請
書
等
を

確
認
・
審
査
し
た
の
ち
、
11
月
中
旬
以
降

に
ご
指
定
の
口
座
に
振
り
込
む
予
定
で
す
。

申 

請
方
法
▼
お
手
元
に
届
い
た
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添

え
て
福
祉
・
児
童
課
窓
口
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い

必
要
書
類
▼

①
本
人
確
認
書
類

　

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
な
ど
の
い
ず
れ
か
ひ

と
つ

②
口
座
確
認
書
類

　

通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

※ 

昨
年
度
、
本
市
で
受
給
さ
れ
、
同
じ
口

座
に
振
り
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

申
請
受
付
期
間
▼
９
月
26
日
㈪
〜12

月
26
日
㈪

支給対象者および支給額

給付金名 臨時福祉給付金 障害・遺族年金受給者向け給付金

対象者

平成28年1月1日に市の住民基本台帳
に登録されており、平成28年度の市
民税（均等割）が課税されていない方
※ 平成28年度市民税が課税されてい
る方に扶養されている場合、生活保
護制度の受給者となっている場合な
どは対象外

平成28年度臨時福祉給付金の支給対
象者のうち、障害基礎年金や遺族基礎
年金等を受給している方
※高齢者向け給付金の受給者は対象外

支給額 支給対象1人につき3,000円 支給対象1人につき30,000円

※支給はどちらの給付金も１回で、両方に該当する方はどちらも受給できます

申
・
問　

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ
や
か
内
）　

☎
87
‐
０
７
７
７

給付金の特設窓口について
次の日程で、すこやかおよび各公民館に特設受付会場を開設します。

■すこやか特設受付会場
受付会場 受付期間 受付時間

すこやか　3番入口ロビー 9月26日㈪～ 9月30日㈮ 午前8時30分～午後5時15分
　※上記期間終了後は、福祉・児童課窓口にて、次の時間に申請を受け付けます
　　受付時間▶午前8時30分～午後5時15分（土・日・祝日は除く）

■各公民館特設会場
受付会場 受　付　日 受付時間

猪野瀬公民館 10月3日㈪ 午前9時～正午
北郷公民館 10月3日㈪ 午後1時～午後4時
北谷町コミュニティセンター 10月4日㈫ 午前9時～正午
野向公民館 10月4日㈫ 午後1時～午後4時

教育会館ロビー 10月5日㈬ 午前９時～午後３時

平泉寺公民館 10月6日㈭ 午前9時～正午

荒土公民館 10月6日㈭ 午後1時～午後4時
鹿谷公民館 10月7日㈮ 午前9時～正午
遅羽公民館 10月7日㈮ 午後1時～午後4時
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肝
が
ん
は
慢
性
肝
疾
患
を
背
景
に

発
症
し
、
そ
の
多
く
は
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
も
の
で
す
。
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
が
約
70
％
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

が
約
15
％
で
、
原
因
の
８
割
以
上
が

ウ
イ
ル
ス
性
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
な
ど
の
慢
性
肝
疾
患

の
患
者
さ
ん
を
見
つ
け
出
し
、
治
療
し

て
い
く
こ
と
が
肝
が
ん
の
撲
滅
に
繋
が

り
ま
す
。

　

日
本
肝
臓
学
会
で
は
肝
が
ん
死
亡
率

を
減
少
さ
せ
る
た
め
肝
が
ん
撲
滅
運
動

を
推
進
し
て
お
り
、市
民
公
開
講
座
「
肝

が
ん
撲
滅
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
各
都
道
府

県
で
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
10
月
１
日
㈯　

午
後
２
時

よ
り
勝
山
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
、

参
加
費
も
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

講
演
内
容
は
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
、
肝

臓
が
ん
、
肝
臓
と
消
化
管
、
肝
炎
対
策
、

肝
臓
の
く
す
り
で
、
各
分
野
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
先
生
が
ご
講
演
さ
れ
ま
す
。

　

講
座
の
お
問
い
合
わ
せ
は
福
井
大
学

第
二
内
科
（
０
７
７
６
‐
61
‐
８
３
５

１
）
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

肝
炎
、
肝
が
ん
な
ど
肝
臓
に
ご
興
味

の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

問　

健
康
長
寿
課　

☎
87
‐
0
8
8
8

「肝がん撲滅フォーラム2016」開催 JCHOJCHO-JCHO福井勝山総合病院
副院長　須　藤　弘　之 ColumnColumn

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

今
年
の
５
月
10
日
〝
地
質
の
日
〞
に
、

日
本
地
質
学
会
が
全
国
47
都
道
府
県
に

つ
い
て
、
そ
の
県
に
特
徴
的
に
産
出
す

る
、
あ
る
い
は
発
見
さ
れ
た
化
石
・
鉱

物
・
岩
石
を
そ
れ
ぞ
れ
の
「
県
の
石
」

と
し
て
選
出
し
ま
し
た
。
福
井
県
か
ら

選
ば
れ
た
の
は
、
化
石
部
門
が
勝
山
市

北
谷
か
ら
発
見
さ
れ
た
フ
ク
イ
ラ
プ
ト

ル
・
キ
タ
ダ
ニ
エ
ン
シ
ス
、
鉱
物
部
門

が
福
井
市
（
美
山
町
）
旧
赤
谷
鉱
山
の

自じ

形け
い

自し

然ぜ
ん

砒ひ

、
岩
石
部
門
が
福
井
市
足

羽
山
の
笏
谷
石
で
す
。

　

フ
ク
イ
ラ
プ
ト
ル
・
キ
タ
ダ
ニ
エ
ン

シ
ス
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
一
つ
で
あ
る

恐
竜
化
石
発
掘
地
で
発
見
さ
れ
た
肉
食

恐
竜
で
す
。
前
期
白
亜
紀
の
手
取
層
群

北
谷
層
か
ら
、
福
井
県
に
よ
る
恐
竜
化

石
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
日

本
で
最
初
に
有
効
な
学
名
が
付
け
ら
れ

た
恐
竜
で
、
復
元
さ
れ
た
全
身
骨
格
を

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

旧
赤
谷
鉱
山
の
自
形
自
然
砒
は
、
通

称
〝
金
平
糖
石
〞
と
し
て
有
名
で
、
そ

の
名
の
通
り
、
直
径
２
㎝
程
度
の
暗
灰

色
の
金
平
糖
の
よ
う
な
形
状
を
呈
し
ま

す
。
福
井
市
自
然
史
博
物
館
等
で
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然
砒
は
、
白

亜
紀
後
期
の
火
山
活
動
で
で
き
た
面お
も
だ
に谷

流り
ゅ
う
も
ん
が
ん

紋
岩
中
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
面
谷
流
紋
岩
は
、
勝
山
市
内
で
も
、

村
岡
山
や
九
頭
竜
川
沿
い
の
赤
岩
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

福
井
市
の
足
羽
山
周
辺
で

と
れ
た
笏
谷
石
は
、
加
工
し

や
す
い
、
美
し
い
緑
色
を
し

て
い
る
な
ど
の
特
徴
を
持
っ

て
お
り
、
古
く
か
ら
石
材
と

し
て
広
く
用
い
ら
れ
、
人
々

の
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

の
笏
谷
石
は
、
糸い
と

生お

累る
い

層そ
う

と
い
う
地
層

で
、
日
本
海
が
形
成
さ
れ
る
（
日
本
列

島
が
中
国
大
陸
か
ら
分
か
れ
る
）
と
き

の
火
山
活
動

で
形
成
さ
れ

た
岩
石
で

す
。
勝
山
市

内
で
も
九
頭

竜
川
の
左
岸

側
や
、
岩
屋

川
沿
い
に
広

く
分
布
す
る

地
層
で
す
。

　

こ
の
よ
う

に
勝
山
市
内

に
は
福
井
県

の
「
県
の
石
」
に
直
接
ま
た
は
間
接
的

に
関
係
す
る
地
層
が
多
く
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
外
に
出
る
の
が

気
持
ち
の
い
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま

す
。
自
然
観
察
会
や
紅
葉
狩
り
な
ど
と

一
緒
に
身
近
な
ジ
オ
を
楽
し
ん
で
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第20回－　福井県の石－第20回－　福井県の石

糸生累層のみられる岩屋川糸生累層のみられる岩屋川

肝がん撲滅フォーラム2016    市民公開講座

日本肝臓学会　肝がん撲滅運動　福井県責任者
福井大学医学部附属病院 副病院長　中本 安成 先生

①ウイルス性肝炎 福井大学 第2内科 教授 中本 安成 先生
②肝臓がん 福井大学 第2内科 講師 根本 朋幸 先生
③肝臓と消化管 福井勝山総合病院 副院長・内科 須藤 弘之 先生
④肝炎対策 福井県 健康増進課 課長 宮下 裕文 先生
⑤肝臓のくすり  福井勝山総合病院 薬剤部長 竹内 哲夫 先生

参加費
無料

主催／（一社）日本肝臓学会
後援／福井県・福井県医師会・福井県看護協会
　　　勝山市・福井新聞社・FBC福井放送

問い合わせ先
福井大学医学部・大学院医学系研究科　内科学⑵分野
〒910-1193 福井県吉田郡永平寺町松岡下合月23-3
TEL：0776－61－8351　FAX：0776－61－8110

平成28年10月1日 14：00～15：30土

勝山市民会館 大ホール
〒911-0804　勝山市元町1丁目5-16

TEL(0779)88-2222
FAX(0779)88-0825

福井勝山総合病院　病院長　兜 正則 先生

ごあいさつ 勝山市　山岸 正裕 市長

閉会挨拶
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～年金額アップ・受給資格取得のために～～年金額アップ・受給資格取得のために～

　国民年金には、過去５年以内の納め忘れた保
険料を納付できる「後納制度」があります。
※平成30年9月までのお申し込みに限ります
【例】
平成23年12月分の場合 → 

平成28年12月末まで納付可能となります。
後納制度で２年以上前の保険料を

納付するメリット
●年金の受給資格が得られる可能性があります
●将来受け取る年金額が増額します

　なお、審査の結果、後納制度をご利用できな
い場合がありますので、ご了承ください。

　国民年金保険料の免除、納付猶予、学生納付
特例を受けた期間などがあると、保険料を全額
納めたときに比べ、老齢基礎年金の受給額が少
なくなります。将来受け取る年金額を満額に近
づけたい場合、上記の期間については、10年以
内であれば、追納制度を利用して、保険料をさ
かのぼって納めることができます。
【例】
　平成28年4月～平成29年3月に学生納付特例
を受けた場合、平成39年3月まで追納が可能です。
【注意】
• 一部免除を受けた期間に、残りの納付すべき保険料
を納付していない場合は、追納できません。
• 老齢基礎年金受給者は追納制度をご利用できません
• 追納は免除などを受けた期間のうち、原則古い期
間の保険料から納めていただきます

ねんきんネットをご利用ください！
　「ねんきんネット」に登録すると、これまでの年
金記録や見込み額などが確認できます。
詳しくは左記までお問い合わせください。

年
金

問　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516
　　市民課（市役所１階）　☎88 ｰ 8102

後納制度をご存知ですか？ 追納制度をご利用ください！納め忘れ
がある方

免除などを
受けた方

1か月分の後納保険料を納めることにより
老齢基礎年金が増額される目安

　　　78万100円＊

480か月（40年×12か月）
＊平成28年4月からの満額の年金額

＝1,625円（年額）

第52回勝山市民総合文化祭　各種行事のご案内
「人と人　未来へつなぐ文化祭」をテーマに各種大会や発表会、作品展示など各団体が日頃の活動
の成果を発表します。市民総合文化祭は10月29日㈯・30日㈰に開催します。

行　
　

事

と　
　

き

と
こ
ろ

勝
山
市
民
俳
句
大
会

10
月
２
日
㈰

（
受
付
）
午
前
10
時
〜

教
育
会
館

第
１
研
修
室

川
柳
展

10
月
６
日
㈭
〜
12
日
㈬

※
12
日
は
午
後
３
時
ま
で

教
育
会
館

ロ
ビ
ー

市
民
川
柳
大
会

10
月
８
日
㈯　

午
後
１
時
〜

勝
山
公
民
館

第
１
会
議
室

幼
稚
園
児
の
絵
画
展

10
月
６
日
㈭
〜
12
日
㈬

※
12
日
は
午
後
３
時
ま
で

市
民
会
館

ホ
ワ
イ
エ

奥
越
特
別
支
援
学
校

作
品
展

10
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰

※
23
日
は
午
後
５
時
ま
で

教
育
会
館

ロ
ビ
ー

勝
山
菊
友
会
菊
花
展

10
月
28
日
㈮
〜
11
月
２
日
㈬

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

勝
山

サ
ン
プ
ラ
ザ

第
８
回
恐
竜
を
描
こ
う

入
賞
作
品
展

10
月
29
日
㈯
〜
30
日
㈰

※
30
日
は
午
後
４
時
ま
で

教
育
会
館

ロ
ビ
ー

市
民
子
ど
も
将
棋
大
会

10
月
29
日
㈯

（
受
付
）
午
後
０
時
30
分
〜

市
民
会
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー

勝
山
市
小
・
中
学
校

児
童
生
徒
図
工
・
美
術

作
品
展

10
月
29
日
㈯
〜
30
日
㈰

※
30
日
は
午
後
４
時
ま
で

教
育
会
館

ロ
ビ
ー

勝
山
市
小
・
中
学
校

児
童
生
徒
書
写
作
品
展

10
月
29
日
㈯
〜
11
月
３
日
（
木
・

祝
）
※
31
日
㈪
は
休
館
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
土
日
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で

市
立
図
書
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー

ン
演
奏
会

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
後
２
時
〜

市
民
会
館

大
ホ
ー
ル

囲
碁
大
会

11
月
６
日
㈰

（
受
付
）
午
前
９
時
〜

教
育
会
館

け
や
き
の
間

劇
団
ド
ラ
ゴ
ン
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
公
演
「
お
隣
と

私
た
ち
の
事
情
」

11
月
13
日
㈰

（
開
演
）
午
後
２
時
〜

市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
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新
国
際
交
流
員
の
ご
紹
介

　

皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
！
勝
山

市
の
第
10
代
国
際
交
流
員
と
な
り

ま
し
た
、
吉
田
の
え
み
で
す
。

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ

イ
州
出
身
で
、
日
本
人
と
ア
メ
リ

カ
人
の
ハ
ー
フ
で
す
。
小
さ
い
こ

ろ
は
よ
く
日
本
語
で
話
し
て
い
ま

し
た
が
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で

は
、
ほ
ぼ
英
語
を
使
っ
て
い
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
日
本
語
を
も
っ

と
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
趣
味

は
、
読
書
、
陶

芸
や
海
に
行
く

こ
と
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
新
し
い
こ

と
を
経
験
す
る

こ
と
も
、
ひ
と

つ
の
趣
味
に
し

て
い
ま
す
！

　

で
す
か
ら
、

こ
れ
か
ら
始
ま

る
勝
山
市
で
の
新
生
活
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

勝
山
は
、
自
然
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
皆
さ
ま
が
優
し
く
て
、

本
当
に
素
敵
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
、
今
年
か
ら
日
本
の

文
化
を
見
習
い
な
が
ら
、
新
し
い

国
際
交
流
員
と
し
て
、
勝
山
市
の

皆
さ
ま
に
ハ
ワ
イ
や
ア
メ
リ
カ
本

土
の
習
慣
を
た
く
さ
ん
ご
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
初
め
て
の
国
際
交
流
サ

ロ
ン
を
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

　

☎
88
‐
１
１
１
5

第10代国際交流員
吉田のえみ（21）

月
餅
と
中
国
茶
で

中
秋
の
名
月
を

お
祝
い
し
ま
し
ょ
う

と　

き
▼
９
月
22
日
（
木
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

対　

象
▼
勝
山
市
民
の
方

定　

員
▼
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
１
０
０
円

申
込
締
切
▼
９
月
20
日
㈫

※ 

卵
、
小
麦
粉
、
ミ
ッ
ク
ス
ナ
ッ

ツ
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ア
ー
モ
ン

ド
な
ど
）
を
使
用
し
ま
す
の
で

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
ご
注

意
く
だ
さ
い

申 
・
問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所

２
階
）
☎
88
‐
１
１
１
5

福
井
県
の
魅
力
を
再
発
見

力

再
発
見

福福
井
県
の
魅
力

平
成
平
成
2828
年
度
福
井
ふ
る
さ
と

年
度
福
井
ふ
る
さ
と

動
画
コ
ン
テ
ス
ト

動
画
コ
ン
テ
ス
ト

作品募集
　
「
地
域
づ
く
り
・
観
光
」「
農
林

水
産
・
も
の
づ
く
り
」「
鉄
道
」

の
３
部
門
で
、
福
井
県
の
魅
力
を

発
信
す
る
１
分
〜
２
分
程
度
の
動

画
を
募
集
し
ま
す
。

　

優
秀
な
作
品
は
表
彰
し
、
賞
金

や
商
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
募
集
に

関
し
て
国
籍
・
年
齢
・
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
勝
山
市
を
中
心
と
し
て
、

福
井
県
各
地
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
風

景
を
撮
影
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

賞
・
賞
品
▼

　

最
優
秀
賞
１
本　

50
万
円

　

優
秀
賞
１
本　
　

20
万
円

　

市
町
賞
17
本　
　

５
万
円

　

特
別
賞
38
本　

県
内
特
産
品

応
募
締
切
▼
11
月
30
日
㈬

申
・
問　

県
市
町
振
興
課

ふ
る
さ
と
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
２
６
２

検索福井ふるさと動画コンテスト

応募方法などの詳細は、

■
東
京
奥
越
経
済
同
友
会
よ
り寄

付

　

児
童
図
書
の
購
入
費
と
し
て
10

万
円
、「
世
界
に
羽
ば
た
く
勝
山

市
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
す
る

会
」
と
「
山
口
茜
後
援
会
」
に
そ

れ
ぞ
れ
15

万
円
を
寄

付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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湯
っ
た
り
勝
山
で
「
若
返

り
、
老
化
防
止
」
を
テ
ー
マ

に
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
風
呂
で
の
足
首
回
し
で

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
日
常
生
活
の

中
で
の
筋
ト
レ
方
法
、
姿
勢

や
振
る
舞
い
方
で
若
々
し
く

見
え
る
コ
ツ
な
ど
を
健
康
運

動
指
導
士
の
先
生
か
ら
学
べ

ま
す
。

　

参
加
者
は
入
館
無
料
で
、

湯
っ
た
り
勝
山
入
浴
割
引
券

が
も
ら
え
ま
す
。

　

初
回
か
ら
大
好
評
で
、
参

加
者
か
ら
は
「
さ
っ
そ
く
今

日
か
ら
始
め
ま
す
」「
受
講

し
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
人
だ
け
が
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
方
法
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
に
は
予
約
が
必
要
で

す
。

と　

き
▼

開
催
日

テ
ー
マ
別
体
操

9
月
13
日
㈫

運
動
不
足
解
消
ス

ト
レ
ッ
チ

９
月
27
日
㈫
全
身
の
血
流
を
良

く
す
る
方
法

10
月
４
日
㈫
む
く
み
解
消
の
ポ

イ
ン
ト

10
月
18
日
㈫
足
首
回
し
で
３
㎏

減
量
ダ
イ
エ
ッ
ト

10
月
23
日
㈰
下
半
身
の
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

11
月
１
日
㈫
冬
を
乗
り
切
る
脂

肪
燃
焼
運
動
講
座

11
月
８
日
㈫
下
腹
部
引
き
締
め

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

11
月
22
日
㈫
む
く
み
解
消
の
ポ

イ
ン
ト

12
月
6
日
㈫
お
顔
の
美
容
体
操

※ 

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
２
時
45
分

と
こ
ろ
▼
湯
っ
た
り
勝
山

定　

員
▼
20
人
程
度

内 　

容
▼
血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、

健
康
カ
ラ
オ
ケ
体
操
の
後
、

テ
ー
マ
別
体
操
を
行
い
ま
す

申 
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」

☎
87
‐
０
９
０
０

湯ったり勝山でアンチエイジング講座が始まりました!!大好評
！

大好評
！

10月16日㈰ 午前10時スタート
スキージャム勝山で開催
入場・有料道路通行料無料

お気軽にお越しください

同時開催
イベント

“乗って・見て・応援して、たっぷり遊ぼう”TOYOTA GAZOO Racing PARK開催!! 
“福井県内のご当地自慢の丼が集結”　2016福丼県Fes.in TGRP開催!!

in 恐竜勝山in 恐竜勝山
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熱戦が繰り広げられる
■８月23日～25日　ジオアリーナ

　全国中学校バスケットボール大会が行われました。
ジオアリーナでは女子の部の熱戦が繰り広げられま
した。

お客さまで大賑わい
■８月21日　北谷町コミュニティーセンター

　北谷町のコミュニティセンターが1周年を迎え大
感謝祭が行われました。大勢のお客さまがお見えに
なりました。

幽玄の世界が広がる
■８月11日　小原区

　小原篝
かがりび
火祭が行われました。舞台の周りに篝火が

灯され、幽玄の世界が広がる中で能が舞われました。

100歳でもお元気です
■８月18日　鹿田町保田

　勝山市長の高齢者慶祝訪問が行われました。
　100歳になられたばかりの牧野七太郎さんを訪問
し、祝状と記念品を贈呈しました。

孵化を待っています
■８月12日　ホワイトザウルス広場

　ホワイトザウルスが生息していた跡地に巨大な卵
のオブジェ「ホワイトエッグ」が置かれました。災害時への対応強化

■８月25日　市役所

　日本下水道事業団と災害支援協定を締結しました。
災害が起きたとき下水道施設の機能を迅速に回復さ
せ、生活環境の悪化を防止するもので福井県内では、
3番目の締結となりました。
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平
成
27
年
度
勝
山
市

情
報
公
開
の
実
施
状
況

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
は

ペ
ッ
ト
へ
の
愛
情
で
す

市
内
用
水
の
断
水
・

減
水
の
お
知
ら
せ

　

勝
山
市
情
報
公
開
条
例
に
基
づ

き
平
成
27
年
度
中
に
行
政
文
書
の

開
示
請
求
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い

て
、
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

総
数
12
件
で
、
非
開
示
と
な
っ

た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
を

受
け
た
の
は
、
国
有
財
産
に
関
す

る
文
書
な
ど
で
し
た
。

問　

総
務
課
（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

　

飼
い
主
は
、
正
し
い
ペ
ッ
ト
の

飼
い
方
を
守
り
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
生
涯
、
愛
情
を
も
っ
て
飼
う

　

家
族
の
一
員
と
し
て
、
一
生
涯

面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

　

犬
を
好
ま
な
い
方
に
と
っ
て

は
、
繋
が
れ
て
い
な
い
犬
は
恐
ろ

し
い
存
在
に
も
な
り
ま
す
。
散
歩

は
必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
て
、
制
御

で
き
る
人
が
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
フ
ン
の
後
始
末
を
す
る

　

道
路
や
公
園
は
み
ん
な
の
も
の

で
す
。
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て

フ
ン
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
繁
殖
制
限
を
考
え
る

　

繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
不

妊
・
去
勢
措
置
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

◆
野
良
犬
・
野
良
猫
へ
の

餌
や
り
は
し
な
い

　

か
わ
い
い
と
思
っ
て
も
飼
う
つ

も
り
が
な
い
な
ら
餌
や
り
を
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
繁
殖
、
畑
を
荒

ら
す
、
フ
ン
尿
被
害
な
ど
地
区
の

苦
情
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

　

用
水
な
ど
の
改
修
工
事
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
断
水
ま
た
は
減

水
と
な
り
ま
す
。
期
間
中
は
火
の

元
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
新
大
用
水（
断
水
お
よ
び
減
水
）

期　

間
▼
９
月
下
旬
〜
12
月
中
旬

工 

事
箇
所
▼
新
大
用
水
（
大
渡
・

岡
横
江
地
係
）

問　

農
業
政
策
課（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

◆
新
大
用
水
（
減
水
）

期　

間
▼
９
月
下
旬
〜
３
月
中
旬

工 

事
箇
所
▼
大
蓮
寺
川
（
昭
和
町

１
丁
目
地
係
）

問　

奥
越
土
木
事
務
所

☎
66
‐
８
１
３
４

平成27年度 情報公開実施状況
（単位：件）

受理件数 決定件数
不服
申立

取り
下げ総数 請求者

内訳 開示 一部
開示 非開示 対象外

12
個人 ６

８ ３ ０ １ ０ ０
会社 ６

　セイタカアワダチソウは繁殖力がとても強く、生態系に被
害を及ぼす恐れのある外来種です。皆さまが所有する土地
などに生えている場合は、根から抜き取り、ごみ袋に入れて
燃やせるごみの日に出してください。
　また、毎年、鹿谷町で実施されている一斉駆除活動にあ
わせて、弁天緑地公園でも駆除活動を実施しますので、皆
さまのご協力をお願いします。
とき・ところ▶9月24日㈯
　①中部縦貫自動車道の勝山IC付近
　　午前7時　鹿谷公民館に集合
　②弁天緑地公園
　　(勝山橋より上流150m付近)
　　午前7時30分　現地に集合
　※①②ともに午前9時終了予定
準備物▶軍手、草刈り鎌など
問　①鹿谷公民館　☎89 ｰ 2111
　　②環境政策課（市役所2階）　☎88 ｰ 8104

セセイタイタカカア ダワダチソチソウはウは繁殖繁殖力が力ががとてとても強も強くく 生態生態系に系に被被セセイイタカカア ダワダチソチ ウは繁殖繁殖力が力がががとてとても強も強くく 生態生態系に系に被
セイタカアワダチソウの拡がりを防ごう！セイタカアワダチソウの拡がりを防ごう！

「
市
長
へ
の
手
紙
」

　

勝
山
を
更
に
良
く
し
て
い
く
た

め
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
「
市
長

へ
の
手
紙
」
に
し
て
、
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
▼
手
紙
、
メ
ー
ル
な
ど

提
出
先
▼
秘
書
・
広
報
課

〒
９
１
１
‐
８
５
０
１

　

勝
山
市
元
町
１
丁
目
１
番
１
号

　

E-m
ail　

kouhou@
city.

katsuyam
a.lg.jp

注
意
事
項
▼

• 

必
ず
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

• 

地
域
の
ご
要
望
や
苦
情
な
ど

は
、
各
区
長
を
通
し
て
お
申
し

出
く
だ
さ
い

そ
の
他
▼

• 

記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
内

容
確
認
な
ど
の
目
的
以
外
に
は

利
用
し
ま
せ
ん

• 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
の
要

約
を
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

問　

秘
書
・
広
報
課

　
　
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
４

９
月
は
市
民
提
案
月
間



19 　　 広報かつやま9月号 №742

　7月30・31日に行われた、福井県ジュニア・テ
ニス選手権大会の違う階級（U14以下、U12才以下）
で兄弟そろってシングルスに優勝、さらにダブル
スでも準優勝しました。
　兄の颯汰さんは、春に行われた福井県春季ジュ
ニア大会では自分のミスが重なって負けてしまっ
たけど今回の大会では、「サーブとフットワークを
使いうまく試合ができ、やっと福井県で優勝でき
て嬉しかった。」また、弟の晴人さんは、当日に捻
挫をしてしまいテーピングをして試合に臨みまし
たが、「足は痛かったけど頑張ってボールに食らい
ついて、自分のペースに持ち込めた事と、自分の
リターンなどの調子もよく優勝できて良かった」
と、試合で優勝した感想を語っていました。
　２人が所属する勝山ジュニアテニスクラブでの
週1回の練習のほか、大人の練習に参加しアドバイ

スを受けたり、父親と土日も練習するなど、テニ
スを頑張っています。また福井県や北信越トップ
プレーヤーとの練習会、練習試合を自主的に取り
組み、テニス技術のレベルアップに繋げたそうで
す。
　また、一緒に頑張ってくれる仲間と練習をする
ことが基本で、厳しい練習で辛いですが、楽しく
テニスをプレーできるそうです。
　将来の目標について、兄弟そろって「北信越大
会で優勝したい！」と目標を掲げ、世界の大会で
活躍している「錦織圭選手が目指すプレイヤーで
す」と笑顔で語っていました。

出会い・ふれあい
プロテニスプレーヤー錦織選手に続け！！

長谷川　颯
そう
汰
た
さん（13）勝山南部中学校2年生

長谷川　晴
はる
人
と
さん（11）成器南小学校5年生
＝若猪野＝

を受けたり 父親と土日も練習するなど テニ

生

上
田
三
平
氏
調
査
記
念
碑

　

碑
は
岩
屋
の
大
杉
（
勝
山
市
指
定
天
然
記
念

物
）
の
あ
る
北
郷
町
岩
屋
区
に
建
つ
。
碑
の
表

面
に
は
「
泰
澄
開
基　

岩
屋
観
世
音
」
と
あ
り
、

裏
面
に
は
「
主
任
上
田
三
平
氏
調
査
記
念　

発

起
人　

岩
屋
青
年
會
一
同
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
側
面
に
は
「
大
正
九
年
十
一
月
三
十
日　

文
部
技
師
中
川
忠
順
氏
福
井
縣
史
蹟
調
査
」
と

あ
る
。

　

上
田
三
平
（
１
８
８
１
〜
１
９
５
０
）
は
平

城
宮
跡
や
登
呂
遺
跡
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、

全
国
各
地
の
国
指
定
史
跡
の
発
掘
調
査
に
参
加

し
、
そ
の
記
録
に
名
を
連
ね
た
著
名
な
考
古
学

者
で
あ
る
。
生
ま
れ
は
遠
敷
郡
国
富
村
羽
賀（
現

小
浜
市
）
で
教
職
員
を
経
て
考
古
の
道
に
進
ん

だ
。
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
福
井
県
史
編
纂

の
た
め
の
予
算
が
県
会
で
可
決
さ
れ
、
当
時
福

井
師
範
教
諭
だ
っ
た
三
平
は
同
６
年
学
校
籍
の

ま
ま
県
庁
の
社
寺
課
勤
務
と
な
っ
た
。
そ
し
て

史
蹟
勝
地
常
任
委
員
と
し
て
県
内
の
各
種
調
査

に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。
同
９
年
中
川
忠
順
を

案
内
し
て
県
各
地
を
巡
る
こ
と
と
な
り
岩
屋
も

訪
れ
た
の
で
あ
る
。
岩
屋
青
年
会
が
発
起
人
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
年
団
の
強
力
な
要

請
を
受
け
岩
屋
観
音
を
調
査
す
る
た
め
僻へ
き
そ
ん村
に

ま
で
出
向
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
岩
屋
観
世
音
縁
起
」
に
観
音
に
つ
い
て
以

下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
越
の
大
徳

泰
澄
大
師
が
白
山
に
登
り
…
百
ケ
日
の
胡
麻
執

行
の
大
法
を
修
し
劂け
っ

せ
る
一
刀
三
礼
の
観
世
音

菩
薩
…
」
と
あ
り
、
続
け
て
三
尊
像
（
如
意
輪
、

十
一
面
、
聖
観
世
音
）
が
安
置
さ
れ
る
と
あ
る
。

「
北
郷
村
誌
」
に
よ
る
と
十
一
面
観
音
は
そ
の

後
由
緒
が
あ
っ
て
、
福
井
市
の
あ
る
場
所
に
安

置
さ
れ
た
と
記
す
。

　

観
音
は
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
期
の
作
と
伝
え

ら
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
安
産
あ
る
い
は
痘と
う
し
ん疹
の

厄
を
は
ら
う
観
音
と
し
て
訪
れ
る
人
が
絶
え
な

か
っ
た
。
昭
和
40
年
代
に
平
泉
澄
博
士
が
調
査

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
盗
難
に
あ
い
現
在
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

　

大
正
６
年
か
ら
の
福
井
県
の
史
蹟
調
査
に
つ

い
て
は
、『
福
井
県
史
蹟
勝
地
調
査
報
告
』
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
絶
版
と
な
っ
た
た

め
昭
和
８
年（
１
９
３
３
）修
訂
増
補
さ
れ
、『
越

前
若
狭
地
方
の
史
蹟
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
78
の
遺
跡
の
一
つ
と
し
て
平
泉
寺
旧

境
内
が
、
白
山
神
社
境
内
図
と
と
も
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
現
在
小
浜
公
園
に
は
平
泉
博
士
揮き

毫ご
う

の
「
上
田
三
平
先
生
之
碑
」
が
建
つ
。
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◆
子
育
て
は
心
身
と
も
に
重
労
働

　

子
育
て
、
仕
事
や
家
事
と
、
余
裕

の
な
い
生
活
の
中
で
は
、
イ
ラ
イ
ラ

し
が
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
逆
に
、
子
育
て
に
専
念
す
る
あ

ま
り
、
大
変
さ
を
訴
え
る
事
が
で
き

ず
に
、
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
、

悪
循
環
と
な
り
、
最
悪
、
虐
待
に
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
の
大
変
さ
を
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

◆
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
へ

　

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
家
族
や

知
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
協
力
を

求
め
、
上
手
に
手
助
け
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
区
の
行
事
や
ご
近
所
に

出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
ご
家
族
・
地
域
の
方
へ

　

子
育
て
し
て
い
る
お
母
さ
ん
を
ね

ぎ
ら
い
、
声
を
掛
け
、
話
を
き
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
「
お
母
さ
ん
、
い
つ
も
が
ん
ば
っ
て

い
る
わ
ね
」「
お
子
さ
ん
、
何
歳
？
か

わ
い
い
わ
ね
」
な
ど
、
何
気
な
い
声

掛
け
で
救
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
区
の
行
事
な
ど
、
子
育

て
中
の
方
で
も
参

加
し
や
す
い
内
容

や
子
育
て
ル
ー
ム

の
設
置
な
ど
を
検

討
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

◆
相
談
窓
口
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

す
こ
や
か
に
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
育
て
や
母
子
に
関
す
る
気

に
な
る
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
、
勝
山
の
子
ど
も
た
ち

の
す
こ
や
か
な
成
長
を
、
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

自分の健康は
自分でつくり守る

す こ や か
勝 山 12 か 条

第９条「声かけあい　地域で見守る子どもの成長」第６回

件数内訳 平成28年８月末 前年比

総件数 ２６６件 －３０件

人身事故
（うち高齢者）

１２件
（３）

－８件
（－４）

死　者
（うち高齢者）

２人
（１）

０人
（－１）

傷　者 １０人 －９人

物損事故 ２５４件 －２２件

９月の納税

7月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 8月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,597人 6 －18 －12 12 －20 －8 11,577人 －20人
女 12,684人 8 －20 －12 10 －25 －15 12,657人 －27人
合　計 24,281人 14 －38 －24 22 －45 －23 24,234人 －47人
世帯数 8,039世帯 8,023世帯 －16世帯

人口の動き

国民健康保険税▶第２期
納期限▶9月30日㈮　口座振替▶9月26日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「ブラキオサウルスのひみつ」９月18日㈰
博物館セミナー

「宝探し！
金色の鉱物をさがそう！」

９月25日㈰
恐竜ふれあい教室

「恐竜の歯を観察しよう」10月２日㈰
博物館自然教室

「翼を手に入れた恐竜たち」10月９日㈰
博物館セミナー

9月14日㈬・28日㈬、10月12日㈬休館日

行ってみよう

湯ったり勝山
　湯ったり勝山に、体脂肪率、
筋肉量、基礎代謝量などが測
れる体組成計が入りました。
　日頃の健康づくりにぜひご
活用ください。
おじいちゃん・
おばあちゃんの似顔絵展
期 間▶9月13日㈫～ 25日㈰

申・問　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください

次回のマイステージ▶９月18日㈰
　午前は北郷レクリエーションクラブさんなどによる
踊り、午後は芳野亭笑扇さんによる落語です。

特別展「恐竜の大移動
　～ティラノサウルス類と角竜の起源と進化～」

10月10日（月・祝）まで


